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1. はじめに 

混雑緩和による道路交通の円滑性・速達性の改善は，

道路行政としてのサービス向上だけでなく国民生活の

質の向上につながる重要な施策である．道路管理者は

既存の道路網を“賢く使う”ための施策として，混雑緩

和に向けた渋滞対策を実施している．具体的には，地域

と連携して渋滞対策を着実に推進するために，旅行速

度分析結果やパブリックコメントに基づき「地域の主

要渋滞箇所 1)」が指定されている．ここで用いられる旅

行速度分析では，交差点流入部の区間単位の平均旅行

速度を把握しているものの，右左折進行方向別の混雑

状況や面的なボトルネックは把握されていない．効率

的・効果的に渋滞対策を講ずるには，道路交通実態をよ

り詳細に把握する必要がある．この課題に対して，

ETC2.0 プローブ情報の活用が有効と考えられる． 

2019 年 1 月時点の ETC2.0 対応車載器のセットアッ

プ件数は 450 万件を超え，車両の走行・挙動履歴である

ETC2.0 プローブ情報も日々蓄積されている 2)．ETC2.0

プローブ情報には，測位点における走行速度（地点速度）

が蓄積されており，その活用事例が増えつつある 3)．著

書らの先行研究では，区間速度と地点速度とを組合せ

て，詳細な交差点流入時の交通状況を把握した 4)．地点

速度を集計・可視化することで，面的な交通管制による

渋滞対策に資する基盤を構築できると考えられる． 

本稿では，ETC2.0 プローブ情報を用いた交差点流入

部の交通状況の可視化手法の有用性を考察する． 

2. 交差点流入部の交通状況の可視化手法の考案 

本研究では，ETC2.0 プローブ情報に格納されている

地点速度を用いた右左折進行方向別の交差点流入部の

交通状況の可視化手法を考案した．図-1 は分析のイメ

ージである．まず，分析対象エリア内の ETC2.0 プロー

ブ情報の点列データを抽出する．続いて，基準地域メッ

シュを任意の大きさで分割したポリゴンメッシュと抽

出したETC2.0プローブ情報の点列データとをGIS上で

重畳する．さらに，ポリゴンメッシュの番号を付与した

点列データの GPS 時刻およびポリゴンメッシュの重心

点座標を用いて車両毎の進行方向を判別し，交差点毎の

進行方向別の地点速度の平均値を算出する．この進行方

向別の地点速度の平均値を可視化することで，道路交通

状況を網羅的・客観的に把握できる基盤を構築できる． 

3. ケーススタディによる可視化手法の有用性の検証 

本研究は，主要渋滞箇所が集中し，ETC2.0 プローブ

情報の蓄積量が豊富である京都駅周辺（京都市）を対象

に可視化手法を適用したケーススタディを実施した．分

析には，2017 年 10 月 11 日の ETC2.0 プローブ情報（出

力様式1-2）および基準地域メッシュ（約1km四方矩形）

を 1,024 分割したポリゴンメッシュを用いた． 

（1）地点速度の可視化結果 

図-2 はポリゴンメッシュを用いた地点速度の平均値

の可視化結果である．主要渋滞箇所を含む路線上のメ

ッシュでは，それに該当しないメッシュと比較して地

点速度の平均値が低い傾向であった． 

この手順により，対象地域における道路交通の速度

低下の状況がデジタル地図上で確認可能になる． 

（2）進行方向別の地点速度の分析結果 

前節の可視化結果により混雑している可能性がある

交差点を抽出し，詳細に分析した．図-3 は堀川五条交 

 

図-1 分析イメージ 
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差点の進行方向別の地点速度の分析結果である．これ

より，同交差点は，東方向（図-3 中の流入 4）の流入車

両の通過台数の時間変動や地点速度の平均値の時間変

動が大きい．具体的には，7～8 時台は左折車の地点速

度が低いものの，9 時台では右折車の地点速度が低い傾

向であった．進行方向別の地点速度を分析することで，

時間帯別・進行方向別の交通状況を明らかにできた． 

（3）進行方向別の地点速度の可視化結果 

複数の交差点での進行方向別の地点速度を可視化し

た．図-4 は進行方向別の地点速度の可視化結果である．

交差点毎の進行方向別の地点速度を一覧性の高い形式

で可視化することで，優先対策箇所が抽出できる． 

図-5 は可視化手法の解説を示している．地点速度が

低い交差点が優先的に渋滞対策を講ずる候補となる．

対策実施後の周辺の交差点の交通状況を見据えた渋滞

対策が重要となる．可視化手法を用いると，個々の交差

点だけでなく，複数の交差点の交通状況を一体的に把

握できるため，面的な交通状況を踏まえた渋滞対策を

講ずる際の基礎資料にできると考える． 

4. おわりに 

本稿では，ETC2.0 プローブ情報を用いた交差点流入

部の交通状況の可視化手法の有用性を考察した．今後

は，可視化の自動化や対策後の交通状況のモニタリン

グも可能な可視化基盤の構築に取り組む所存である．

これにより，効率的・効果的な渋滞対策を推進する際の

基礎資料の作成が可能になると考える． 
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図-2 ポリゴンメッシュを用いた地点速度の平均値 

 

図-3 進行方向別の地点速度の分析結果 

 

図-4 交差点毎の進行方向毎の地点速度の平均値 

 

図-5 可視化手法の解説 

背景地図の出典：Google Map主要渋滞区間

凡例
地点速度の平均
（km/h）

京都駅

C：堀川五条
交差点

※主要渋滞箇所

D：河原町五条
交差点

A：京阪国道口
交差点

B：九条河原町
交差点

主要渋滞箇所

■20km/h未満
■20～30km/h

■30～40km/h

■40～60km/h

■60km/h～
■レコードなし

レコード数
通過台数
（台）

地点速度
の平均
(km/h)

レコード数
通過台数
（台）

地点速度
の平均
(km/h)

レコード数
通過台数
（台）

地点速度
の平均
(km/h)

直進 256 103 35 294 117 35 227 94 36

左折 15 5 25 52 20 27 38 15 25

右折 30 10 30 39 13 27 42 14 30

直進 74 25 37 118 40 35 104 35 35

左折 214 77 33 253 90 31 196 70 30

右折 141 47 36 65 22 36 51 17 33

直進 785 303 44 644 237 43 505 193 42

左折 266 91 39 193 66 38 223 75 38

右折 341 116 31 262 91 29 160 56 29

直進 475 179 41 656 246 37 463 176 38

左折 51 17 35 129 44 34 80 27 35

右折 83 28 40 63 21 36 72 24 34

7時台 8時台 9時台時間帯

項目

流入1

流入2

流入3

流入4

25km/h

33km/h

36km/h

31km/h

44km/h

30km/h

39km/h

35km/h

37km/h

7時 8時 9時

背景地図の出典：Google Map

40km/h

35km/h

41km/h

27km/h

31km/h

36km/h

29km/h

43km/h

27km/h

38km/h

35km/h

35km/h

25km/h

30km/h

33km/h

29km/h

42km/h

30km/h

38km/h

36km/h

35km/h

36km/h

34km/h

37km/h

34km/h

35km/h

38km/h

＜ ＞＞＞

地図出典：GoogleMap

京都駅

凡例

地点速度の平均
（km/h）

■20km/h未満
■20～30km/h

■30～40km/h
■40～60km/h

■60km/h～
■レコードなし

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

特に地点速度の
平均が高い交差点

※矢印内の数値は地点速度の平均を表す

地点速度の低い交差点
渋滞対策等の施策の実施
における優先順位が高い

交差点

地点速度の高い交差点
周辺のボトルネック箇所が
解消された場合に

ボトルネック箇所に成り得る

地点速度の高い交差点 地点速度の低い交差点 交差点ボトルネック
ヒートマップの作成

地図出典：GoogleMap

※矢印内の数値は地点速度の平均を表す

 IV-88 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers IV-88


